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発表内容

1. JNSAセキュリティ市場調査WGについて

2. 調査方法のご説明

3. 2014年度セキュリティ市場調査報告：速報

4. 今後の活動スケジュール

5. 会員の皆様へお願い
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JNSAセキュリティ市場調査WG

1. WGについて
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セキュリティ市場調査WG メンバーリスト

ワーキンググループリーダ
木城 武康 株式会社日立システムズ

ワーキンググループ活動メンバー
堀江 一成 株式会社アピリッツ
菅野 泰彦 アルプスシステムインテグレーション株式会社
川越 弘大 株式会社イーセクター
浜 義晃 株式会社イーセクター
兵藤 直嗣 株式会社イーセクター
福岡 かよ子 株式会社インテック
勝見 勉＊
蜂巣 悌史＊ ＊ｻﾌﾞｽｸﾗｲﾊﾞ

2015年1月7日現在
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2. 調査方法のご説明

セキュリティ市場調査WG
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■年間活動スケジュール （概要）■

6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
10日 JNSA活動発表 2013年度発表

↑6/23 2014年度活動開始

市場定義区分～JNSA内共有

速報値集計

NSF： 速報値発表

東京商工リサーチ売上データ入手

WGメンバー
会員提供情報による修正

2014年度の 6月
JNSA活動発表

トピックス執筆依頼

再集計・調査本文執筆
JNSA市場調査報告書完成

公開準備完了 5月末

資料作成

調査方針
市場定義、課題検討

2013年度実績
データ集計

1次集計 集計見直し 年次報告

資料作成

調査対象偉業のリストアップ
→ 各企業の製品群調査

セキュリティ市場調査WG
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2014年度 調査手法

今年度の調査：
• 調査活動期間： 2014年6月～（現在も進行中、本日は速報値）

• 調査方法：アンケート調査はしない（回収率が悪く参考にならない）
各種統計･調査資料の参照

企業の事業概要・規模推定（対象数：470→505社）

検討会：WGメンバー情報や、公開情報を元にデータ修正

• 対象期間：2012, 2013年度実績 2014年度見込み 2015年度予測

過去10年間の
調査の蓄積 ＋

新規参入・撤退
などの変化

入札による個社別、売上データの購入

推
定
値

検
討
会

調
査
結
果
5
月

今日の段階
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発表内容

3. 2014年度セキュリティ市場調査報告：速報

(2013年度確定、2014・2015年度推定予測)
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市場区分の定義

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル

統合型アプライアンス FW、IDS、ウイルス対策等複数機能を持ったアプライアンス

ネットワーク脅威対策製品 FW、IDS/IPS、VPN、アプリケーションファイアウォール

コンテンツセキュリティ対策製品 ウイルス対策、スパム対策、URLフィルタ、メールフィルタ、DLP等
アイデンティティ・アクセス管理製品 認証、ログオン管理･アクセス許可、PKI製品

システムセキュリティ管理製品
セキュリティ情報統合管理、ポリシー・アクティビティ管理ツール、
脆弱性検査ツール 等

暗号製品 暗号化製品、暗号モジュール

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

情報セキュリティコンサルテーション
ポリシー構築、監査･診断等セキュリティ管理全般コンサルティン
グ、規格認証取得支援サービス

セキュアシステム構築サービス ITセキュリティの設計、導入、製品選定支援 等

セキュリティ運用・管理サービス
マネージドサービス（ITセキュリティの監視、運用支援）、プロフェッ
ショナルサービス、電子認証サービス 等

情報セキュリティ教育 教育実施、コンテンツ提供、教育ASP、資格認定 等

情報セキュリティ保険 情報セキュリティおよびITセキュリティ保険

2013年度も、検討の結果、2011年度2012年度と同じになりました。
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JNSAの情報セキュリティ市場調査推移
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金額単位：百万円

昨年調査結果
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国内情報セキュリティ市場規模の暫定値
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国内情報セキュリティツール市場推移

•ツール全体で2012年から

7.6%の伸び。

•伸率が高かったカテゴリ

は、システムセキュリティ

管理製品と暗号化製品。

•情報漏えい対策強化の結

果と推測される。

ツ
ー
ル
全
体

４,１４１億円
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統合型アプライアンス

•UTM製品が中心となるこのカテゴリは、成熟市場であるが、インターネット接続デバイスの

増加と多様化に伴い、6.6%の高い伸びを示した。

•標的型攻撃対策でアウトバウンド対策等、より高度化が求められている。

•既存の更新・増設等の需要も堅調。

ツ
ー
ル

２１４億円
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ネットワーク脅威対策製品

•2012年度のNW脅威対策製品

全体では4.5％伸びて545億円

•スマートデバイスの普及による

売上増もあり、アプリケーション

FWの伸びが堅調。

ツ
ー
ル

５４５億円



16
2015.01.20 Copyright ℂ 2003-2015   NPO日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会

コンテンツセキュリティ対策製品

•ウイルス対策ツールは、法人向けと個

人向けが各々590億円前後と大きな市

場を形成している。

•PCからタブレット、スマホへの需要転換

の中、順調な拡大傾向を示している。

•URLフィルタリングが12.6%と比較的高

い伸び率を示している。

•スマートデバイスの市場の伸びが寄与

し、全体として2013,2014年度も高い水

準での伸びが期待できる。

ツ
ー
ル

１,５８２億円
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アイデンティティ・アクセス管理製品ツ
ー
ル

•標的型攻撃対策で、内

部対策の要となるのが、

この分野の製品。

•2013年度は全体で7.1%
伸びた。

•スマートデバイスの普及

とクラウド環境の一般化

に伴い、全体に堅調に

伸びを示している。

•今後、生体認証の伸び

に注目して調査を続け

る。

７３７億円
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システムセキュリティ管理製品
•セキュリティツールの中で9.7%
の高い伸びを示し、2013年度は
600億円台の規模となったと推測
する。

•端末のポリシーや動作を監視・
管理する「ポリシー管理・設定管
理・動作監視制御製品」は、ス
マートデバイス対策需要が拡大
し11.7%の伸びを示している。

•また、標的型攻撃対策として、内
部ネットワークトラフィックの異常
を常時監視する「セキュリティ情
報管理システム」の需要も堅調。

•その他に含めているログ解析
ツールも需要の伸びは大きい。

ツ
ー
ル

６０５億円



19
2015.01.20 Copyright ℂ 2003-2015   NPO日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会

暗号化製品

•2010年度調査から、データ暗号化製品単一分類として調査しているが、情報

漏えい対策、知的財産保護対策、標的型攻撃の出口対策としての需要に支

えられ、7.6%の高い伸びがあったと推測する。

•クラウドの利用浸透も需要拡大要因と考えられる。

ツ
ー
ル

４５８億円
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情報セキュリティサービス市場推移

•前年比4.7%伸び3628億円

•システム構築サービスが最

大。標的型攻撃対策などで

需要が伸びた。

•スマートデバイスを用いた社

内システム運用の需要、情

報漏えい対策、景気回復が

後押していると思われる。

サ
ー
ビ
ス
全
体

３,６２８億円
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情報セキュリティコンサルテーション

•リーマンショック後の景気減退

から最も立ち直りが遅く、2012
年がボトムと推定してきたコン

サルテーション市場も、スマー

トデバイスの企業内管理の需

要増大により、盛り返してきて

おり、診断・監査サービスが

5%伸びて、全体で3.7%の伸

びとなった。

•セキュリティ対策の総合的再構

築のための診断やコンサル需

要は今後も伸びが期待でき、

調査を進める。

サ
ー
ビ
ス

７２７億円
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セキュアシステム構築サービス

•全体で1500億円近い大市場

だった(2008)ものが、1,200億円

強の規模まで縮小。

•2013年度は全体で4.3%の成長

で1449億円まで回復。

•2014年度でほぼ1,514億円とな

りV字回復を遂げる予想。

•今後益々、サイバー脅威対策、

スマートデバイス・クラウド環境

でのセキュリティSIなど、従来の

セキュリティ対策を再構築する

需要が高まり、さらなる回復・飛

躍が期待できると予測し調査を

続ける。

サ
ー
ビ
ス

１,４４９億円
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セキュリティ運用・管理サービス

•専門サービスへのアウトソース化

の流れで、年率6%の伸び。

•運用・監視・支援～フィルタリング

のマネージドサービスが約5割。

•残りを脆弱性検査などのプロ

フェッショナルサービスと電子認

証サービスが半分ずつ占める。

•スマートデバイスの企業内普及と

クラウド化の中、この分野は今後

益々伸びが期待でき、2015年度

には1,300億円市場に迫ると推測

する。

サ
ー
ビ
ス

１,０９４億円
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情報セキュリティ教育

•情報漏洩対策

標的型攻撃対策

スマートデバイスBYOD
異業種交流など、

セキュリティに関する

教育の需要が堅調。

•今後も堅調に推移すると予

測する。

２７０億円

サ
ー
ビ
ス
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情報セキュリティ保険

•これまで情報セキュリティ保険は、ほぼ80億円手前で市場規模が安定していると

思われていたが、ネットワーク犯罪脅威やそれに伴う賠償問題などのリスクを嫌う

大企業が、10年前に設計された保険に新規加入し始めている。

•この流れに沿って、今後、保険会社が新たな保険商品やサービスを販売すると、

更に伸びが期待できる。

サ
ー
ビ
ス

８９億円
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発表内容

4. 今後の活動スケジュール
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■年間活動スケジュール （概要）■

6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
10日 JNSA活動発表 2013年度発表

↑6/23 2014年度活動開始

市場定義区分～JNSA内共有

速報値集計

NSF： 速報値発表

東京商工リサーチ売上データ入手

WGメンバー
会員提供情報による修正

2014年度の 6月
JNSA活動発表

トピックス執筆依頼

JNSA2014年度
市場調査報告書完成

公開準備完了 5月末

資料作成

調査方針
市場定義、課題検討

2013年度実績
データ集計

1次集計 集計見直し 年次報告

資料作成

調査対象偉業のリストアップ
→ 各企業の製品群調査

セキュリティ市場調査WG
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発表内容

5. 会員の皆様へお願い



29
2015.01.20 Copyright ℂ 2003-2015   NPO日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会

情報セキュリティにおける新しい課題と動き

・2014年度セキュリティ10大ニュース （JNSA発表：項目抜粋）

– ベネッセ情報漏えい事故

– サイバーセキュリティ基本法

– Heart bleedなどの脆弱性が多発

– オンラインバンキング不正送金の被害急増

– 日本サイバー犯罪対策センター設立

– 警察庁、ビル管理システムの探索行為

に注意喚起（制御系システムセキュリティの

重要性高まる）

– マイナンバー制度準備進む

– マルウェアによる5600万件のカード情報流出

– 被害が止まらないパスワードリスト攻撃

– DDoS攻撃業者を使ったオンラインゲームの業務妨害で高校生を書類送検

・スマートデバイスのセキュリティ事情

スマートフォン犯罪（情報持ち出し、標的型攻撃、フィッシング詐欺など）

4月までにこれらの中から
トピックスを３・４つ抽出して
2014年度市場調査報告書
の中に掲載する予定です。

執筆にご協力頂ける方は
どうぞ、JNSA市場調査WG
まで、お知らせください。

よろしくお願いします。



http://www.jnsa.org
sec@jnsa.org

2015年 1 月20日
JNSA2014年度

セキュリティ市場調査速報

ご清聴ありがとうございました！
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